
  

広島市食品ロス削減推進条例の施行に係る庁内の連携部署について 

 

 広島市議会の政策立案検討会議が主体となって検討を進めていた標記条例（令和５年４月１日施行）

の第１４条には、「本市は、食品ロスの削減に関する施策を総合的かつ効果的に推進するため、当該施

策に関係する部局相互の連携を図るための体制を整備するものとする。」と規定されており、庁内の関

係部署が連携して食品ロス削減に向けた取組を推進することとしている。 

このため、同条例の趣旨や、令和３年１１月１０日付けで政策立案検討会議にて報告した「本市の食

品ロスの削減に関する取組状況」の内容等を踏まえ、本市の食品ロス削減の推進に向けた庁内の連携部

署を以下のとおり整理する。 

※ なお、社会情勢及び食品ロスに関する環境の変化や、本市の取組の拡充等を踏まえ、適宜連携部署

の見直しを行うこととする。 

連携部署 連携理由及び食品ロスの削減に資する主な取組について 

環境局環境政策課 【環境の観点から連携】 

主な取組：広島市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に食品ロス削減推

進計画を位置付け、食品ロス削減キャンペーン「スマイル！ひろし

ま」や食品小売店や飲食店等を対象とした「食品ロス削減協力店」の

登録・ＰＲ等の取組を実施しています。 

市民局消費生活センター 【消費生活の観点から連携】 

主な取組：第３次広島市消費生活基本計画にてエシカル消費の推進を

掲げ、その個別施策として食品ロスの削減に関する内容を掲載してい

ます。また、各種媒体にエシカル消費の一例として食品ロスの削減を

掲載することにより広報・啓発を実施しています。 

健康福祉局健康推進課 【保健の観点から連携】 

主な取組：広島市食育推進計画にて、「３つのわ食（和食・輪食・環

食）」の推進を掲げ、そのうち「環食」を推進する一環として、エコ

クッキングの普及や食品販売方法の工夫など、食品ロス削減の観点を

踏まえた食育の取組を様々な主体と連携しながら推進しています。 

教育委員会指導第一課、 

指導第二課及び健康教育課 

【教育の観点から連携】 

主な取組：教科等における学習指導として、発達段階に応じた教育活

動を実施するとともに、学校給食における取組として、学校給食を活

用した食育や、調理・献立の工夫、臨時休校時に廃棄を減らす取組を

実施しています。 

経済観光局農政課 【産業振興の観点から連携】 

主な取組：“ひろしまそだち”産品の消費拡大に向け、市民が気軽に

食農体験ができる機会を拡大し、「食」と食を支える「農」に対する

理解を深めるための事業である、食農体験イベントの実施や食農コー

ディネーターの育成などを実施しています。 

議題 


